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序    文 

フィリピン共和国では、マニラ首都圏のみならず地方の自治体でも深刻な社会問題とな
っている廃棄物問題に対応するべく、2001 年に固形廃棄物管理法（RA9003）を施行しまし
た。 

同法律では、固形廃棄物に関する管理は地方の各自治体の責任で行うことが定められて
おり、3Rs（Reduce、Reuse、Recycle）に関する取り組みを通じて最終処分されるごみの量
をできるだけ削減するとともに、排出されたごみを適切に管理することを目指しています。
また同法律では、2006 年 2 月までに全ての不適切な最終処分場を衛生埋立処分場に移行す
ることを定めました。 

しかしながら、法律で定められている内容に対する地方自治体の関係者の理解が十分で
ないことや、財政的・技術的な制約から施設整備が十分に進んでおらず、全国に約 1,600
ある地方自治体のうち、法律で求められている適切な廃棄物の管理が行われている自治体
は 10%未満と、非常に限られた数に留まっていました。 

当機構はこれまでも、RA9003 の促進を目的として設置された国家固形廃棄物管理委員会
（NSWMC）に対する専門家派遣等を通じて、廃棄物管理に関するガイドラインの整備な
どの支援を行ってきましたが、地方自治体が抱える課題を改善するべく、2007 年 10 月か
ら 3 年間、地方の 3 都市および NSWMC の能力強化を目的とした技術協力プロジェクト「地
方都市における適正固形廃棄物管理プロジェクト」を実施しています。 

今般、本プロジェクト実施期間の中間点にさしかかり、当機構は、活動の進捗状況、成
果の達成状況・見込みを確認するとともに、今後の持続的な発展を考慮したプロジェクト
の方向性、実施方法を検討する目的で、天野史郎国際協力専門員を団長とする中間レビュ
ー調査を 2009 年 5 月 20 日から 6 月 25 日まで実施しました。本報告書はその調査結果をま
とめたものであり、今後のプロジェクト実施にあたって活用されることを願うものです。 

ここに、本調査にご協力いただいた内外の関係各機関の方々に深く謝意を表するととも
に、今後のプロジェクトの運営にあたり、引き続き一層のご支援をお願いする次第です。 

 

2009 年 7 月 

 

独立行政法人国際協力機構 

フィリピン事務所 松田 教男 
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略  語 

ATP Affordability to Pay 支払い可能額 
CAS Country Assistance Strategy 国別援助戦略 
CENRO* City Environment and Natural Resources Office 市環境天然資源局 
CSSDO City Social Services and Development Office 市社会サービス開発局 
CSWMB City Solid Waste Management Board 市固形廃棄物管理委員会 
CSWMO City Solid Waste Management Office 市固形廃棄物管理局 
C/P Counterpart カウンターパート 
CPDO City Planning and Development Office 市計画開発局 
DAO Department Administrative Order 省令 
DBP Development Bank of the Philippines フィリピン開発銀行 
DENR Department of Environment and Natural Resources 環境天然資源省 
DepED Department of Education 教育省 
ECC Environmental Compliance Certificate 環境適合証明書 
EIA Environmental Impact Assessment 環境影響評価 
EMB Environmental Management Bureau  環境管理局 
ESWM Ecological Solid Waste Management 生態的固形廃棄物管理 
FASPO Foreign-Assisted and Special Projects Office 海外援助特別事業局 
IEC Information, Education and Communication 情報･教育･コミュニケーション 
IEE Initial Environmental Examination 初期環境評価 
IRA Internal Revenue Allotment 内国歳入割当金 
JCC Joint Coordinating Committee 合同調整委員会 
JFY Japanese Fiscal Year 日本会計年度 
JICA Japan International Cooperation Agency 国際協力機構 
LBP Land Bank of the Philippines フィリピン土地銀行 
LGU Local Government Unit 地方自治体 
MGB Mines and Geosciences Bureau 鉱山地質局 
M/M Minutes of Meeting  会議議事録 
MRF Material Recovery Facility ごみ分別施設 
MTPDP Medium-Term Philippine Development Plan 中期フィリピン開発計画 
NEC National Ecology Center ナショナル･エコロジー･センター 
NEDA National Economic Development Authority 国家経済開発庁 
NSWMC National Solid Waste Management Commission 国家固形廃棄物管理委員会 
ODA Official Development Assistance 政府開発援助 
PDM  Project Design Matrix  プロジェクト･デザイン･マトリックス 
PENRO Provincial Environment and Natural Resources Office 州環境天然資源省 
PO Plan of Operation  活動計画表 
RA Republic Act 共和国法 
R/D  Record of Discussion  討議議事録 
REC Regional Ecology Center リージョナル･エコロジー･センター 
SLF Sanitary Landfill 衛生埋立処分場 
SWM Solid Waste Management  固形廃棄物管理 
TWG Technical Working Group 技術作業グループ 
WACS Waste Amount and Characterization Survey ごみ量ごみ質調査 
WD Waste Diversion ウェイストダイバージョン 
WDR Waste Diversion Rate ウェイストダイバージョン率 
WTP Willingness to Pay 支払い意志額 

*CENRO は本プロジェクトでは、市の行政組織の一部としてダバオ市の場合は廃棄物処理を担当し、サガ

イ市では環境社会配慮を担当する組織を指す。 



 

評価調査結果要約表 

１． 案件の概要 
国名：フィリピン共和国 案件名：地方都市における適正固形廃棄物管

理プロジェクト 
分野：廃棄物管理 援助形態：技術協力プロジェクト 
所管部署：JICA フィリピン事務所 協力金額（評価時点）：3 億円 

先方関係機関：環境天然資源省（DENR）、
国家固形廃棄物管理委員会（NSWMC）、サ

ガイ市、カルバヨグ市、ダバオ市 

協力期間 2007 年 10 月 24 日～2010 年 10
月 23 日 

日本側協力機関：株式会社エヌジェーエス・

コンサルタンツ 

他の関連協力：  

１）開発調査「フィリピン国マニラ首都圏固形廃棄物処理計画調査」1997～1999 年 
２）専門家「固形廃棄物管理行政」（NSWMC）2003～2006 年 
３）在外基礎調査「固形廃棄物管理適正処理施設整備を図る優先都市選定調査」2004 年 4
～11 月 
４）開発調査「ボラカイ島地域固形廃棄物管理計画調査」（2007 年 3 月～2008 年 2 月）（F/U 
2009 年 8 月～2010 年 3 月） 
５）円借款「地方自治体支援政策金融事業」（1998～2006 年）、「産業公害防止支援政策金融

事業」（1999 年～2002 年）、「環境開発事業」（2008 年～） 

１．１  協力の背景と概要 

フィリピン国（以下「フィ」国）では、環境問題、特に固形廃棄物に関する問題は、公

衆衛生レベルの低下など社会問題となっており、マニラ首都圏のみならず地方においても

深刻な問題となっている。「フィ」国は 2001 年に固形廃棄物管理法（RA9003）を施行し、

地方自治体の責任のもとで、分別収集や資源の有効利用・リサイクルを通じて固形廃棄物

の最終処分量を削減を目指すこととした。さらに同法の中で、2006 年 2 月までに全ての処

分場を衛生埋立てに移行することを定めるとともに、同法の施行促進を目的として、国家

固形廃棄物管理委員会（NSWMC）を設置した。 

しかしながら、全国に約 1,600 ある地方自治体のうち、RA9003 で定められた衛生埋立処

分場への移行を完了し、適切な運営・維持管理を行っている地方自治体は施行後 6 年を経

ても 10％にも満たない状況にあった。この背景には、地方自治体の財政的および技術的な

制約から、施設整備が十分に進んでいないことにあわせ、地方自治体関係者が RA9003 の

求める固形廃棄物管理に対する理解が十分ではなく、廃棄物管理を行うための組織・人材

育成が進んでいないことが要因として考えられている。 

これらの背景を受け、「フィ」国は廃棄物の有効活用と適正な管理を目指す RA9003 の理

念に基づいた実践的な廃棄物管理手法を確立することを目指し、固形廃棄物管理の責任を

担う地方自治体の廃棄物管理部局の職員の能力強化を図るため、日本国政府に対し技術協

力プロジェクトの実施を要請した。その結果、2007 年 10 月に、3 年間の予定で当該プロジ

ェクトが開始された。 



 

本プロジェクトでは、6 名の日本人専門家（チーフアドバイザー／固形廃棄物管理計画、

ウェイストダイバージョン計画、最終処分場計画、財務分析、環境教育、環境社会配慮）

が、対象都市として選ばれたサガイ市、カルバヨグ市、ダバオ市において、RA9003 の目指

す固形廃棄物管理の達成に向けて活動が実施された。さらに、RA9003 の施行が強化される

よう、3 都市での活動の成果を活かした NSWMC の能力向上が図られた。 

１．２  協力内容 

RA9003 の目指す固形廃棄物管理の達成に向け、対象都市として選ばれたサガイ市、カ
ルバヨグ市、ダバオ市において衛生埋立処分場の維持管理や、ごみ分別施設（Material 
Recovery Facility（MRF））における情報･教育･コミュニケーション（Information, Education 
and Communication（IEC））活動等を通じて 3R（Reuse, Reduce, Recycle）の実践について
技術指導を行うとともに、NSWMC に対してはこれら活動の成果を反映させたガイドライ
ン作成等の計画策定能力向上支援を行った。 

 

（１）上位目標 

  サガイ市、カルバヨグ市、ダバオ市のそれぞれの市における固形廃棄物管理の経験

と知見 が、他の地方自治体において実施される。 

（２）プロジェクト目標 

  サガイ市、カルバヨグ市、ダバオ市のそれぞれの市において固形廃棄物管理システ

ムが確 立する。 

（３）成果 

 1. 地方自治体における固形廃棄物管理計画能力が強化される。 

 2. 固形廃棄物の減量化（ダイバージョン）システムが改善される。 

 3. 最終処分システムが改善される。 

（４）投入（評価時点） 

日本側：総投入額 3.66 億円 

短期専門家派遣：  6 人 

研修員受入：  計 6 人 

機材供与：  水質分析、車両、デジタルカメラ、パソコン、プロジェクター、

コンポスター、シュレッダー等  

その他（プロジェクト活動費） 



 

  現地活動費：  計 21,586,776 ペソ 

フィリピン側： 

C/P：  サガイ市 6 名、カルバヨグ市 9 名、ダバオ市 7 名 

その他： マニラおよび対象 3 都市におけるプロジェクト事務所

スペース、パイロット MRF の運転管理費、サガイ市・

カルバヨグ市の最終処分場のための環境適合証明書

（Environmental Compliance Certificate （ECC））取

得手続き費用および建設費等 
２． 評価調査団の概要 

調査者 総括 天野 史郎 JICA 国際協力専門員（廃棄物分野） 

評価分析 東中川 敏 日本工営株式会社 環境技術部 

廃棄物管理 小槻 倫子 国際航業（株） 国際協力事業部 

評価管理 岩瀬  誠  JICA フィリピン事務所 所員 

評価調整 Sealdi Calo JICA フィリピン事務所 プログラムオフィサー 
調査期間 2009 年 5 月 20 日～2009 年 6 月 26 日 評価種類 中間レビュー 

３． 評価結果の概要 

３．１ 実績の確認 

（１）プロジェクト目標 

 中間評価レビュー時における、プロジェクト目標の達成に向けた対象自治体による活動

成果の確認ができた。 

 サガイ市及びカルバヨグ市の固形廃棄物管理計画に対する NSWMC の承認はまだ得られ

ていないが、各市では同計画に明記されている活動計画及びプログラムを具現化し始めて

いる。具体的には、パイロット MRF の建設及び稼動及び IEC キャンペーン、衛生埋立処分

場の計画及び設計等である。ダバオ市では、日本人専門家の提案を参考に、市による衛生

埋立処分場の建設が進められている。 

 今後、プロジェクト目標を達成するために、廃棄物管理計画に明記されている活動計画

及びプログラムの実施に際し、衛生埋立処分場の運営開始時期、選挙による影響、予算確

保のメカニズムの構築などの懸念事項があることから、プロジェクトへの影響について注

視する必要がある。 

 

（２）成果 

成果１： 一部の指標について十分な情報が得られなかったものの、3 つの指標の達成度か



 

ら、成果１はある程度達成されたといえる。 

指標 1.1: 固形廃棄物管理計画が市議会により承認される。（サガイ市、カルバヨグ市）

   JICA 専門家の提案がダバオ市の担当職員に理解される。（ダバオ市） 

サガイ市及びカルバヨグ市は、日本人専門家の指導の下に OJT を通じて固形廃

棄物管理計画を策定し、2009 年 3 月に NSWMC に提出している。一方、同計画を

すでに作成しているダバオ市では、日本人専門家の意見を参考に、新規最終処分

場の水質モニタリング計画や新規処分場の運営維持管理計画の策定などの技術面

の計画策定を開始した。 

指標 1.2: 協力対象 3自治体の固形廃棄物管理担当者を対象としたワークショップやセ

ミナーが 7 回開催される。  

ワークショップは、2007 年 11 月、2008 年 6 月の２回にわたって開催され、近

隣自治体、PENRO、CENRO 及び各市のバランガイから代表者が参加した。C/P
が発表を行うことで、関係者間に密接な関係が築かれた。技術移転セミナーは、

サガイ市とダバオ市では 2008 年 2 月、カルバヨグ市では 2008 年 3 月に開催され、

近隣自治体、PENRO、CENRO 及び各市のバランガイの代表者等を対象に、廃棄

物管理計画の策定に関するプレゼンテーションを行った。各都市で実施されたワ

ークショップ及びセミナーはサガイ市及びダバオ市で各 3 回、カルバヨグ市では

2009 年 6 月に開催されたワークショップを含めると 4 回である。また、バランガ

イサミットは 2008 年 7 月にダバオ市で開催され、市のバランガイの代表者が招待

され、出席した。サガイ市及びカルバヨグ市では、バランガイサミットがプロジ

ェクト後半に開催される。 

指標 1.3: 廃棄物管理計画策定マニュアル  

廃棄物管理計画策定マニュアルの準備は 2010 年 4～10 月に計画されているが、

NSWMC が早期に実施するように要請したため、2009 年度に開始される予定であ

る。プロジェクトで得られた各市の知見をまとめてマニュアルにインプットする

ため、NSWMC は 3 市の C/P を含めた TWG を立ち上げた。 

 

成果２： パイロット MRF が整備され稼動を開始しており、バランガイレベルでのワーク

ショップも開催したことから、ある程度達成しているといえる。  

指標 2.1: プロジェクト終了までに、固形廃棄物の減量化（ダイバージョン）率が 25%
となる。（サガイ市、カルバヨグ市） 

 パイロット MRF が選定されたバランガイにおいて建設される。（ダバオ市） 

WDR のベースラインは、カルバヨグ市では確認されたが、サガイ市では未確認

である。サガイの廃棄物管理計画では 2008 年の WDR が一方では 25%以上で他方



 

では 25%以下となっており、現在の WDR のベースラインデータは不明瞭である。

また、専門家から働きかけを行ったものの、中間レビュー調査の時点で両市とも

WDR のデータを更新しておらず、WDR の傾向は不明であったため、到達したか

否かについては不明である。 

パイロット MRF は 2009 年 2 月に完成し、市及びバランガイの職員によって稼

動している。MRF 職員によるとパイロット MRF の稼動状況は良好である。運転

時には、おが屑、ココナツ屑や動物の糞尿などで成分調整を行い、堆肥化プロセ

スを改善している。この MRF はデモンストレーション用として整備されたので、

MRF に設置したコンポスターは大きな収容力を持っていない。このため、職員は

ドラム缶方式や野積み方式などの適用可能な方式を検討している。ダバオのジャ

ンクショップは、対象バランガイへのアクセス許可を持たないため、区域内で発

生する資源ごみは一旦 MRF で回収されジャンクショップに売却されている。 

指標 2.2: 3R 活動についてのワークショップが、パイロット MRF のあるバランガイに

おいて 7 回開催される。  

パイロット MRF の運営ルールを決めるため、C/P 及び対象バランガイの住民等

の参加を得て、2008 年 11 月にワークショップを開催した。また、2009 年 2 月の

MRF 機材検証及び引渡しの際に、バランガイの住民に対して MRF 運営にかかる

研修を実施した。パイロット MRF の運転が始まったので、今後は、運転方法の改

善や他のバランガイへ知見を広めるためのワークショップがプロジェクト後半で

開催される予定である。現在までに各市とも、対象バランガイに対するワークシ

ョップを 2 回以上開催した。 

指標 2.3: ３R（Reduce, Reuse, Recycle）に関する IEC キャンペーンが、収集区域の

すべてのバランガイにおいて実施される。（サガイ市、カルバヨグ市）  

３R（Reduce, Reuse, Recycle）に関する IEC キャンペーンが、主要なバランガ

イにおいて実施される。（ダバオ市） 

市からの職員の派遣、IEC 教材の準備、IEC 機材の調達など、IEC 実施のための

準備作業は 2009 年 3 月までに終了し、IEC キャンペーンは 2009 年 6 月に開始さ

れた。IEC キャンペーンは社会啓発活動及び学校での環境教育の 2 つに分けられ

る。社会啓発活動は、パイロット MRF が建設されたバランガイを対象とし、その

後ごみ収集区域内のバランガイに拡張する予定である。IEC キャンペーン計画に

よるとプロジェクトで対象とするバランガイの数はサガイ市で 6 箇所、カルバヨ

グ市で 12 箇所、ダバオ市で 44 箇所である。また、学校での環境教育については、

キャンペーンの対象となるバランガイに位置する小学校から高等学校には、環境

教育のための教科書が配布される。さらに、2009 年 6 月には、教師を対象とした

環境教育の実施方法に関する研修が開始された。サガイ市、カルバヨグ市の PDM
指標 2.3 では収集区域の全てのバランガイが対象となっているが、IEC キャンペー

ンの対象となるバランガイの数がそれぞれ 12 箇所と 22 箇所になっていることか

ら、IEC キャンペーン対象バランガイの数と指標 2.3 に記載されているバランガイ

の数に矛盾がある。ダバオについては、指標 2.3 で「主要なバランガイ」となって

いることから、対象バランガイを特定して到達度のレベルを確認することができ



 

なかった。 

指標 2.4: パイロット MRF が選定されたバランガイにおいて建設され運営される。（サ

ガイ市、カルバヨグ市）  

上述の通り、パイロット MRF は 2009 年 2 月に完成しており、稼働状況は良好

である。ただし、サガイ市及びカルバヨグ市では、資源ごみのほとんどがジャン

クショップによって回収されるので、MRF では資源ごみが回収できない。 

 

成果３： 成果 3 はある程度達成したと言える。 

指標 3.1: 衛生埋立処分場 RA9003 に沿って建設、運営される。（サガイ市、カルバヨ

グ市） 

サガイ市及びカルバヨグ市では、衛生埋立処分場の設計図面、技術仕様、概算

費用及び入札関連文書からなる設計図書を 2008 年 9 月に作成した。残っている重

要な課題は、サガイ市においては ECC の承認、カルバヨグ市ではローンの支払い

承認である。サガイ市については、2008 年 12 月に IEE チェックリストを提出し

た後で、DENR 鉱山地学局による候補地の地質調査が必要なことがわかった。2009
年 6 月 4 日に同局による調査が実施され、6 月中に ECC が発効する予定である。

衛生埋立処分場の建設は、ECC の発効後すぐに開始される。サガイ市は、既に処

分場へのアクセス道路の改良を開始し、追加の IRA（内国歳入割当金）を用いた

建設費用を申請中である。カルバヨグ市については、衛生埋立処分場のローンは、

基本的にフィリピン開発銀行により承認されており、フィリピン開発銀行の支払

い方法の確定後、すぐに入札プロセスを開始する予定である。 

指標 3.2: 既存処分場の安全閉鎖と衛生埋立処分場の概念及び設計に技術ガイドブッ

クが更新される。（サガイ市、カルバヨグ市） 

NSWMC が当初の予定より早期の作成を望んだため、前述した廃棄物管理計画

策定マニュアルと同様に、衛生埋立処分場及び処分場の安全閉鎖に関するガイド

ブックの更新も 2009 年度より開始される予定である。NSWMC は TWG を設立し、

プロジェクトで得られた知見を生かすために 3 都市をそのメンバーに加える予定

である。3 都市には、マニュアル策定及びガイドブックを更新するため、プロジェ

クトで得られたデータ及び知見を共有することが望まれる。 

指標 3.3: 衛生埋立処分場の運営・維持管理に関するマニュアルが整備される。 

ダバオ市では、衛生埋立処分場の運営、維持、管理に関するマニュアルの作成

を行う。また、同市は建設業者から提出された運営マニュアルの精査を開始した。

 



 

３．２ 評価結果の要約 

（１）妥当性 

 本プロジェクトは、「フィ」国の政策、各都市のニーズ、日本の ODA 政策に照らし

合わせて高い妥当性が保たれているものと判断できる。 

 「フィ」国の政策に関しては、中期フィリピン国開発計画（MTPDP2004-2010)は、

廃棄物管理を環境セクターの課題の一つとして位置づけている。また MTPDP は、LGU
が RA9003 を完全に実施できるよう支援を行うことの重要性について述べている。 

 RA9003 によると、各 LGU は固形廃棄物管理システムの確立を求められているが、

ほとんどの LGU がそれを行うに十分な能力を有しておらず、対象 3 都市も例外ではな

い。しかし対象 3 都市はすでに RA9003 の遵守に向け、それぞれ市条例を策定し、カ

ルバヨグ市とダバオ市においては廃棄物管理計画の策定にも取り組んでいた。さらに、

3 都市は「フィ」国内の異なる地域に位置し、そこでの活動はより多くの他の LGU へ

影響が及ぶものと期待された。 

 日本の政策と比較すると、『「フィ」国の支援計画』（外務省による）では、環境問題

は優先分野の一つである。さらに、「フィ」国の国別支援方針（「フィ」国の ODA タ

スクフォースのワーキングペーパー）では、廃棄物管理は支援の対象分野の 1 つとな

っている。 

 

（２）有効性 

 中間レビューの時点においては、廃棄物管理計画の実施状況、WDR、処分場の運営

状況などの有効性を判断するために必要となる十分なデータがそろっていないのが現

状である。 

 なお、廃棄物管理の活動計画及びプログラムには、プロジェクトで計画した活動以

外のものも含まれていたので、指標を明確にする必要がある。また、プロジェクト目

標の到達がこの指標によって証明できるかも懸念される。 

 また、プロジェクトで計画された活動を実施するための十分な予算確保が懸案であ

り、このためには提案されている料金徴収制度が実施されることが条件になる。さら

に、次年度の総選挙により廃棄物管理に関わる組織改編などの影響を受けないことが

有効性を保つための条件となる。 

 

（３）効率性  

 インタビュー調査によると、人材の投入及びその時期、研修内容、供与機材とその

利用状況については、今までのところ全体として満足できるものである。そのため、



 

本プロジェクトの効率性は、中間レビューにおいてはほぼ満足のいくものであるとい

える。 

しかし、新規処分場の完工が延期になる場合、本プロジェクト期間内で十分な処分

場の維持管理研修を実施するのは難しい可能性がありトレーニングの方法について検

討が必要である。 

 

（４）インパクト 

 プロジェクトの中間地点において上位目標の到達レベルについて評価するのは時期尚

早ではあるが、次のような正及び負のインパクトを確認できた。 

 

(a) 正のインパクト 

・プロジェクトを通じて、近隣の自治体からの訪問者がパイロット MRF の稼動状況の見

学に訪れた。 

・技術セミナーが開催され、近隣の自治体から多数の参加者があった。そのため、プロ

ジェクトの知見が他の自治体に波及した。 

・サガイ市では、残渣ごみだけを受け入れる新規衛生埋立処分場の共同利用について、

近隣の自治体と協議を行った。 

・カルバヨグ市長は、現在フィリピン国の全国市長連盟の事務局長であり、連盟の活動

を通じて同市の廃棄物管理のグッドプラクティスを他の自治体に広めることができ

る。 

(b) 負のインパクト 

・サガイ市及びカルバヨグ市の既存処分場の閉鎖に伴い、現在活動しているウェイスト

ピッカーが失職するなど負のインパクトが生じる可能性があるが、その場合には低減

策としてウェイストピッカーへの生計改善プログラムを策定する予定である。 

（５）自立発展性 

 本プロジェクトの自立発展性を評価するのは時期尚早ではあるが、今後、自立発展性

を確保する上で必要な項目を次に掲げる。 

・ NSWMC は、RA9003 実施のため各 LGU を技術及び財務面で支援する責務があり、

その能力開発が必要である。 

・ 本プロジェクトにおいて、マニュアルの整備及びガイドブックの改訂同様に技術移転



 

セミナー及びワークショップを通じた近隣の LGU と知見の共有を継続することが必

要である。 

・ 廃棄物管理計画で提案されたように、財務計画に適合するごみ料金徴収システムの改

善は、財務面での自立発展性を担保する上で必要である。 

・ 自治体、バランガイ・キャプテン、学校教育関係者等、廃棄物管理の関係者が本プロ

ジェクトに積極的に参加していたが、このことは自立発展性を促すものである。 

・ 衛生埋立処分場の維持管理に関する能力開発が本プロジェクトの後半において必要

である。 

 

３－５ 結論  

・ プロジェクトの進捗状況および達成度合いは、いくつかの外部要因（環境保証証明書

の追加取得、フィリピン開発銀行によるローン承認の遅れ、廃棄物管理計画の

NSWMC での承認の遅れなど）があるにも関わらず、中間レビュー時点では十分とい

える状況である。また、プロジェクトサイトが 4 箇所（サガイ、カルバヨグ、ダバオ

および NSWMC）と分かれており、各 C/P との業務に対応するために専門家チームを

分けて配置せざるを得ない状況の中で上述のプロジェクト状況を達成しているのは、

日本人専門家チームによる戦略的なプロジェクトの運営管理、技術的な専門性の高

さ、そしてカウンターパートの積極的な関与によるところが大きい。 

・ C/P の技術的な改善も十分であるといえる。しかしながら、その知識は文書からの理

論的な知識に限定されていることから、プロジェクト後半では実務面での能力の改善

がとても重要となる。 

・ プロジェクトは近隣の地方自治体にもいくつかの成果をもたらしている。プロジェク

トで得た知識・経験の普及に向けて、プロジェクト後半も引き続き、C/P の継続的な

貢献が必要である。さらに、自治体による RA9003 の遵守を促進するためマニュアル、

ガイドブックの作成に向けた組織的な仕組みを強化することが期待される。 

・ 各 3 都市においては、廃棄物管理計画を具現化し、プロジェクトの活動を実施してい

くためには、料金徴収システムの導入など財政的な対策を講じる必要がある。また、

廃棄物管理政策の継続性の確保や衛生埋め立て処分場での環境社会配慮面へのしか

るべき対応は、プロジェクトの自立発展性の観点で重要である。 

 

３－６ 提言 

（実施プロセスの改善） 



 

・ プロジェクト前半の活動の進捗状況および各都市における廃棄物管理の状況の違い

を考慮し、中間レビュー調査の結果に基づき、調査団は現行の PDM（Ver.2）を修正

することを提案した。 

・ 現行の活動計画（PO）は、2007 年 7 月の R/D 署名時点から更新されていないことか

ら、修正版の PDM（Ver.3）に基づき、調査団は変更点を PO に反映するように提言

した。 

・ プロジェクト後半には、NSWMC との協力の下、プロジェクト活動の成果について取

りまとめるための様々な活動が予定されている。したがって、調査団は NSWMC に

対して、3 市との緊密な連携のもと、プロジェクト活動の成果を取りまとめるととも

に、主体的役割を果たすことを求めた。 

・ 調査団は専門家および 3 市に対して、NSWMC および EMB 地域事務所との緊密な協

力の下、改訂版の PDM および PO に基づき、進捗状況を定期的にモニタリングする

よう求めた。 

（上位目標・プロジェクト目標・成果の達成状況） 

・ NSWMC は、廃棄物管理計画の承認プロセスの LGU への周知、阻害要因の特定、関

係者へのフィードバック会議の調整などを通じて、計画の承認プロセスを促進する必

要がある。 

・ 異なるコンポスト技術の提供などを通じて、それぞれのパイロット MRF から異なる

教訓を引き出すことは、他のバランガイへの経験の普及という観点で重要な要素とな

る。 

・ 廃棄物管理計画においてごみ料金徴収システムが提案されているが、地域住民からの

理解や政治的な決定が行われていないなど、財政的な側面において解決すべき事項が

残っている。調査団は、それぞれの市に対して、財政的な安定を確保するためのごみ

料金徴収システムの導入について、NSWMC における承認を得るための必要な手続き

を行うように提案した。 

・ WDR は成果 2 の活動の進捗状況をモニタリングする上で重要な指標のひとつである

ことから、調査団はそれぞれの市に対してWDRのベースラインを設定するとともに、

定期的に状況をモニタリングするように提案した。また、NSWMC に対しても、フィ

リピンの地方自治体による廃棄物管理の現状を適切に表すためWDRを計算するため

の統一的な方法を定めるように提案した。 

（キャパシティ・ディベロップメント） 

・ それぞれの都市におけるプロジェクトの効果の検証のため、C/P の能力強化の進捗度

合いをモニタリングする必要があり、そのためのモニタリング体制を可能な限り速や



 

かに立ち上げる必要がある。 

・ プロジェクト実施中および終了後の適切な衛生埋立処分場の運営管理のため、衛生埋

立処分場の運営管理の研修に関しては、協力対象自治体の中で速やかに実施できる場

所、あるいは協力対象自治体にこだわらず、フィリピン国内において適切に運営され

ている処分場を活用して実施する可能性の検討を提案した。 

・ コミュニティーの能力強化のため、調査団はそれぞれの市の関係者の更なる巻き込み

を提案した。具体的には、日本における研修の実施に当たり、パイロット MRF が位

置するバランガイの関係者や NSWMC 事務局、または DENR-EMB 地域事務所の廃棄

物管理コーディネーターを参加者に加えることを調査団から提案した。 
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第１章 中間レビュー調査の概要 

１－１ 背景 

 フィリピン国（以下「フィ」国）では、環境問題、特に固形廃棄物に関する問題は、公衆

衛生レベルの低下など社会問題となっており、マニラ首都圏のみならず地方においても深刻

な問題となっている。「フィ」国は 2001 年に固形廃棄物管理法（RA9003）を施行し、地方

自治体の責任のもとで、分別収集や資源の有効利用・リサイクルを通じて固形廃棄物の最終

処分量を削減することを目指すこととした。さらに同法の中で、2006 年 2 月までに全ての

処分場を衛生埋立に移行することを定めるとともに、同法の施行促進を目的として、大統領

府の下に国家固形廃棄物管理委員会（NSWMC）を設置した。 

 国際協力機構（JICA）はこれまで、廃棄物管理の行政能力の強化のために NSWMC へ専

門家を派遣し、最終処分の設計・運営・管理に関する技術ガイドラインや最終処分場安全閉

鎖ガイドラインを作成し、さらにまた日本におけるカウンターパート研修を実施してきた。

その結果、NSWMC の廃棄物管理に係る行政能力は強化されてきた。 

 しかしながら、全国に約 1,600 ある地方自治体のうち、RA9003 で定められた衛生埋立処

分場への移行を完了し、適切な運営・維持管理を行っている地方自治体は施行後 6 年を経て

も 10％にも満たない状況にあった。この背景には、地方自治体の財政的および技術的な制

約から、施設整備が十分に進んでいないことにあわせ、地方自治体関係者が RA9003 の求め

る固形廃棄物管理に対する理解が十分ではなく、廃棄物管理を行うための組織・人材育成が

進んでいないことが要因として考えられている。 

 これらの背景を受け、「フィ」国は廃棄物の有効活用と適正な管理を目指す RA9003 の理

念に基づいた実践的な廃棄物管理手法を確立することを目指し、固形廃棄物管理の責任を担

う地方自治体の廃棄物管理部局の職員の能力強化を図るため、日本国政府に対し、技術協力

プロジェクトの実施を要請した。その結果、2007 年 10 月、3 年間の予定で当該プロジェク

トが開始された。 

 本プロジェクトでは、6 名の日本人専門家（チーフアドバイザー／固形廃棄物管理計画、

ウェイストダイバージョン計画、最終処分場計画、財務分析、環境教育、環境社会配慮）が、

対象都市として選ばれたサガイ市、カルバヨグ市、ダバオ市において、RA9003 の目指す固

形廃棄物管理の達成に向けて活動が実施された。さらに、3 都市での活動の成果を活かして

RA9003 の施行が強化されるよう、NSWMC の能力向上が図られた。 

１－２ 目的 

 中間レビュー調査の目的は、以下の通りである。 

 プロジェクトの進捗をレビューし、妥当性、有効性、効率性、インパクト、自立

発展性の 5 つの評価項目に基づき達成度を評価する。 



2 

 とられるべき行動を検討し、プロジェクトに対し提言を行う。 

 評価調査の結果を要約し、合同評価レポートとして取りまとめる。 

１－３ 調査団の構成 

 中間レビューは次から構成される中間レビュー調査団（以下「調査団」）によって実施さ

れた。 

 天野 史郎（団長） 独立行政法人国際協力機構 国際協力専門員 
 東中川 敏（評価分析） 日本工営株式会社環境技術部 
 小槻 倫子（廃棄物管理） 国際航業株式会社国際協力事業部 
 岩瀬  誠（評価管理） 独立行政法人国際協力機構 フィリピン事務所所員 
 Sealdi Calo （評価調整） 独立行政法人国際協力機構 フィリピン事務所プロ

グラムオフィサー 

１－４ 調査の日程 

 調査団の日本側団員は以下の日程で調査を行った。 

表 １：日程（第一次現地調査）2009 年 5 月 20 日～2009 年 5 月 29 日 

活動内容 
月日 曜日 

評価分析・廃棄物管理団員 
場所 

5/20 水 JICA フィリピン事務所打ち合わせ マニラ 

5/21 木 NSWMC へ移動 マニラ 

  調査概要説明  

  JICA 専門家インタビュー  

  NSWMC 局長表敬  

  C/P ヒアリング  

5/22 金 カルバヨグへ移動 カルバヨグ

  調査概要説明  

  市長、副市長表敬  

  C/P ヒアリング  

  関係者ヒアリング（小学校校長、バランガイ･キャプテン等）  

  パイロット MRF、新規最終処分場、既存処分場視察  

5/23 土 マニラへ移動、報告書作成 マニラ 

5/24 日 報告書作成 マニラ 

5/25 月 サガイへ移動 サガイ 

  調査概要説明  

  市長表敬  

  C/P ヒアリング  

5/26 火 C/P ヒアリング サガイ 

  関係者ヒアリング（小学校校長、バランガイ･キャプテン等）  
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  パイロット MRF、新規最終処分場、既存処分場視察  

  マニラへ移動  

5/27 水 ダバオへ移動 ダバオ 

  調査概要説明  

  市長表敬  

  C/P ヒアリング  

5/28 木 C/P ヒアリング ダバオ 

  関係者ヒアリング（小学校校長、バランガイ･キャプテン等）  

  パイロット MRF、新規最終処分場、既存処分場視察  

  マニラへ移動  

5/29 金 JICA フィリピン事務所報告 マニラ 

 

表 ２：日程（第二次現地調査）2009 年 6 月 17 日～2009 年 6 月 26 日 

活動内容 
月日 曜日 

団長・評価分析・廃棄物管理・評価管理・評価調整団員 
場所 

6/17 水 JICA フィリピン事務所打ち合わせ マニラ 

6/18 木 NSWMC へ移動 マニラ 

  NSWMC 局長表敬  

  調査報告書案説明  

  JICA 専門家インタビュー  

  C/P ヒアリング  

6/19 金 ダバオへ移動 ダバオ 

  市長表敬  

  調査報告書案説明  

6/20 土 パイロット MRF、新規最終処分場、既存処分場視察 ダバオ 

  マニラへ移動、報告書作成  

6/21 日 報告書作成 マニラ 

6/22 月 カルバヨグへ移動 カルバヨグ

  市長、副市長表敬  

  調査報告書案説明  

  パイロット MRF、新規最終処分場、既存処分場視察  

6/23 火 マニラへ移動 マニラ 

  報告書作成  

6/24 水 NSWMC、対象都市、日本人専門家と協議 マニラ 

6/25 木 JCC 協議 マニラ 

  日本国大使館報告  

  JICA フィリピン事務所報告 マニラ 
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１－５ 中間レビューの方法 

１－５－１ 中間レビューに用いた PDM および PO 

 プロジェクト・デザイン・マトリックス（PDM）は、プロジェクトを計画し管理するツ

ールとして用いられる、プロジェクトの要約表である。また、活動計画表（PO）は PDM に

付随する文書であり、計画された個々の活動の実施時期を示すものである。  

 本プロジェクトでは、PDM と PO が以下のように作成・改訂されてきた。  

 PDM (ver.0)および PO (ver.0)が R/D 締結時に署名された。 
 2007年 12月 12日の第 1回 JCCにおいて、対象各都市の状況を踏まえ、PDMs (ver.1)

が個別に作成された。 
 2008 年 9 月 22 日の第 2 回 JCC において、PDMs (ver.2)がやはり対象の各都市に対

して個々に作成された。これに基づいて中間レビュー調査を行った。 
 中間レビュー調査団の提案を受けて、2009 年 6 月 25 日の第 4 回 JCC において、3

都市共通に適用される PDM (ver.3)が作成され、これを元に対象の各都市に対して

個々の POs (ver.1)が作成された。 

 

１－５－２ 評価項目 

プロジェクトの達成度と実施プロセス 

 投入、成果、プロジェクト目標、上位目標の達成度を、PDMs (ver.2) および PO (ver.0)を
参照してプロジェクトの進捗状況を確認することにより評価した。プロジェクトの実施状況

についても、プロジェクトにおけるモニタリング活動やコミュニケーションの様子といった

観点から評価した。 

評価項目 

 プロジェクトの達成度ならびに実施プロセスの確認に加えて、中間レビュー調査は以下の

5 つの評価項目に沿ってプロジェクトを評価した。 

(1) 妥当性: プロジェクトの妥当性は、政府の開発政策やターゲットグループの

ニーズを踏まえて上位目標に対するプロジェクト目標の正当性から

評価する。 

(2) 有効性: 有効性は、プロジェクト目標と成果との関連性を明らかにしながら、

プロジェクトがどの程度プロジェクト目標を達成したのかを検証す

ることにより評価する。 

(3) 効率性:  プロジェクト実施の効率性は、投入がそのタイミグ、質、量といっ

た点において成果とどのような関連を有するに着目して分析する。 
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(4) インパクト:  プロジェクトのインパクトは、プロジェクトによってもたらされた

正負のインパクト、意図していたインパクト、予期していなかった

インパクトを評価する。 

(5) 自立発展性:  プロジェクトの自立発展性は、プロジェクト完了後にプロジェクト

によって達成された効果が持続するかについて、制度的、財務的、

技術的に評価する。 

１－５－３ 評価調査の方法 

 上記の評価項目を考慮して、調査団はまず評価グリッドを作成した。評価グリッドはプロ

ジェクトを評価する際に回答を得るべき質問事項あるいは収集するべき情報を整理したも

のである。評価グリッドを基に、カウンターパート向けおよび日本人専門家向けの質問票を

作成した。質問票は調査団が「フィ」国に訪れる前に配布・回収された。 

 「フィ」国では、調査は概ねカウンターパートと日本人専門家への聞き取りによって実施

された。情報は、バランガイ関係者や学校の教師などのプロジェクト関係者からも得られた。

調査団はまた、既存の廃棄物処分場、新規の衛生埋立処分場、パイロット MRF を視察し、

プロジェクト実施のために供与された機材の活用状況を確認した。 

 収集した情報は分析した後、評価グリッドにまとめられ、これを調査結果の基礎資料とし

てさらに評価調査報告書（英文）を作成した。評価調査報告書（英文）は協議議事録（M/M）

に添付資料として添えられた。 

 

第２章 プロジェクトの概要 

 プロジェクトは 2007 年 10 月に開始され、1 年 6 ヶ月が経た時点で本中間レビューが実施

された。PDM (ver.2)で期待された上位目標、プロジェクト目標、成果は、以下の通りであ

る。 

２－１ 上位目標 

 サガイ市、カルバヨグ市、ダバオ市のそれぞれの市における固形廃棄物管理の経験と知見

が、他の地方自治体において実施される。 

２－２ プロジェクト目標 

 サガイ市、カルバヨグ市、ダバオ市のそれぞれの市において固形廃棄物管理システムが確

立する。 



6 

２－３ 成果 

1.  地方自治体における固形廃棄物管理計画能力が強化される。 

2.  固形廃棄物の減量化（ダイバージョン）システムが改善される。  

3.  最終処分システムが改善される。  

 

第３章 達成度と実施プロセス 

３－１ 投入 

３－１－１ 日本側の投入 

(1) 日本人専門家  

 次のような専門家が派遣されている。詳しくは、英文評価調査報告書の Annex 4 を参照。 

 チーフアドバイザー／廃棄物管理 
 ごみ減量化（ウェイストダイバージョン）計画 
 最終処分計画 
 環境教育 
 財務分析 
 環境社会配慮／業務調整 

(2) 日本におけるカウンターパート研修 

 日本におけるカウンターパート研修は、2008 年 10 月 27 日～2008 年 11 月 15 日、および

2009 年 10 月 5 日～24 日の 2 回実施された。それぞれ、対象 3 都市それぞれから 2 名、合計

12 名が参加した。詳細は英文評価調査報告書 Annex 4 に示した。  

(3) 機材供与 

 供与した機材は英文評価調査報告書 Annex 4 に示した。IEC キャンペーン教材、環境モニ

タリング用機器、MRF の施設と機材などである。  

(4) 現地再委託 

 いくつかの業務はプロジェクトによって再委託されている。それらの詳細は英文評価調査

報告書 Annex 4 に示した。  
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３－１－２ フィリピン側の投入 

(1) カウンターパート人材 

 対象 3 都市はプロジェクト活動の各分野（廃棄物管理計画、ウェイストダイバージョン、

最終処分、財務分析、環境教育（IEC）、環境社会配慮）を担当するカウンターパートを配

置し、タスクチームを形成した。 

 NSWMC は各都市の活動の調整役として 3 名の職員をプロジェクトに配置した。各地域

の EMB 地域事務所に配置されている廃棄物管理コーディネーターは、セミナー及びワーク

ショップの参加を通じて本事業に携わっている。 

 これらカウンターパートの詳細は英文評価調査報告書 Annex 5 に示した。 

(2) ローカルコスト 

 フィリピン側負担のローカルコストは、人件費、供与車輌の運転手と燃料、ECC 取得費用な

どに支出された。 

３－２ プロジェクトの達成度 

 プロジェクト目標、成果、上位目標の達成度を、PDMs (ver.2)に示された指標を用いて評

価した。 

 

３－２－１ プロジェクト目標 

『サガイ市、カルバヨグ市、ダバオ市のそれぞれの市において固形廃棄物管理システムが

確立する。』  

 中間評価レビュー時における、プロジェクト目標の達成に向けた対象自治体による活動成

果の確認ができた。 

サガイ市及びカルバヨグ市の固形廃棄物管理計画に対する NSWMC の承認はまだ得られ

ていないが、各市では同計画に明記されている活動計画及びプログラムを具現化し始めてい

る。具体的には、パイロット MRF の建設及び稼動及び IEC キャンペーン、衛生埋立処分場

の計画及び設計等である。ダバオ市では、日本人専門家の提案を参考に、市による衛生埋立

処分場の建設が進められている。 

今後、プロジェクト目標を達成するために、廃棄物管理計画に明記されている活動計画及

びプログラムの実施に際し、衛生埋立処分場の運営開始時期、選挙による影響、予算確保の

メカニズムの構築などの懸念事項があることから、プロジェクトへの影響について注視する

必要がある。 
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３－２－２ 成果 

成果 1. 地方自治体における固形廃棄物管理計画能力が強化される。  

 一部の指標について十分な情報が得られなかったものの、3 つの指標の達成度から、成果

１はある程度達成されたといえる。 

指標 1.1: 固形廃棄物管理計画が市議会により承認される。（サガイ市、カルバヨグ市） 

  JICA 専門家の提案がダバオ市の担当職員に理解される。（ダバオ市） 

 サガイ市及びカルバヨグ市は、日本人専門家の指導の下に OJT を通じて固形廃棄物管理

計画を策定し、2009 年 3 月に NSWMC に提出している。一方、同計画をすでに作成してい

るダバオ市では、日本人専門家の意見を参考に、新規最終処分場の水質モニタリング計画や

新規処分場の運営維持管理計画の策定などの技術面の計画策定を開始した。 

指標 1.2: 協力対象 3 自治体の固形廃棄物管理担当者を対象としたワークショップやセミナ

ーが 7 回開催される。  

 ワークショップは、2007 年 11 月、2008 年 6 月の２回にわたって開催され、近隣自治体、

PENRO、CENRO 及び各市のバランガイから代表者が参加した。C/P が発表を行うことで、

関係者間に密接な関係が築かれた。技術移転セミナーは、サガイ市とダバオ市では 2008 年

2 月、カルバヨグ市では 2008 年 3 月に開催され、近隣自治体、PENRO、CENRO 及び各市

のバランガイの代表者等を対象に、廃棄物管理計画の策定に関するプレゼンテーションを行

った。各都市で実施されたワークショップ及びセミナーはサガイ市及びダバオ市で各 3 回、

カルバヨグ市では 2009 年 6 月に開催されたワークショップを含めると 4 回である。また、

バランガイサミットは 2008 年 7 月にダバオ市で開催され、市のバランガイの代表者が招待

され、出席した。サガイ市及びカルバヨグ市では、バランガイサミットがプロジェクト後半

に開催される。 

指標 1.3: 廃棄物管理計画策定マニュアル  

 廃棄物管理計画策定マニュアルの準備は 2010 年 4～10 月に計画されているが、NSWMC
が早期に実施するように要請したため、2009 年度に開始される予定である。プロジェクト

で得られた各市の知見をまとめてマニュアルにインプットするため、NSWMC は 3 市の C/P
を含めた TWG を立ち上げた。 

成果 2. 固形廃棄物の減量化（ダイバージョン）システムが改善される  

 パイロット MRF が整備され稼動を開始しており、バランガイレベルでのワークショップ

も開催したことから、ある程度達成しているといえる。  

指標 2.1: プロジェクト終了までに、固形廃棄物の減量化（ダイバージョン）率が 25%とな

る。（サガイ市、カルバヨグ市） 
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 パイロット MRF が選定されたバランガイにおいて建設される。（ダバオ市） 

 WDR のベースラインは、カルバヨグ市では確認されたが、サガイ市では未確認である。

サガイの廃棄物管理計画では 2008 年の WDR が一方では 25%以上で他方では 25%以下とな

っており、現在の WDR のベースラインデータは不明瞭である。また、専門家が働きかけを

行ったにも関わらず、中間レビュー調査の時点で両市とも WDR のデータを更新しておらず

WDR の傾向は不明であったため、到達したか否かについては不明である。 

 パイロット MRF は 2009 年 2 月に完成し、市及びバランガイの職員によって稼動してい

る。MRF 職員によるとパイロット MRF の稼動状況は良好である。運転時には、おが屑、コ

コナツ屑や動物の糞尿などで成分調整を行い、堆肥化プロセスを改善している。この MRF
はデモンストレーション用として整備されたので、MRF に設置したコンポスターは大きな

収容力を持っていない。このため、職員はドラム缶方式や野積み方式などの適用可能な方式

を検討している。ダバオのジャンクショップは、対象バランガイへのアクセス許可を持たな

いため、区域内で発生する資源ごみは一旦 MRF で回収されジャンクショップに売却されて

いる。 

指標 2.2: 3R 活動についてのワークショップが、パイロット MRF のあるバランガイにおい

て 7 回開催される。  

 パイロット MRF の運営ルールを決めるため、C/P 及び対象バランガイの住民等の参加を

得て、2008 年 11 月にワークショップを開催した。また、2009 年 2 月の MRF 機材検証及び

引渡しの際に、バランガイの住民に対して MRF 運営にかかる研修を実施した。パイロット

MRF の運転が始まったので、今後は、運転方法の改善や他のバランガイへ知見を広めるた

めのワークショップがプロジェクト後半で開催される予定である。現在までに各市とも、対

象バランガイに対するワークショップを 2 回以上開催した。 

指標 2.3: ３R（Reduce, Reuse, Recycle）に関する IEC キャンペーンが、収集区域のすべ

てのバランガイにおいて実施される。（サガイ市、カルバヨグ市）  

３R（Reduce, Reuse, Recycle）に関する IEC キャンペーンが、主要なバランガ

イにおいて実施される。（ダバオ市） 

 市からの職員の派遣、IEC 教材の準備、IEC 機材の調達など、IEC 実施のための準備作業

は 2009 年 3 月までに終了し、IEC キャンペーンは 2009 年 6 月に開始された。IEC キャンペ

ーンは社会啓発活動及び学校での環境教育の 2 つに分けられる。社会啓発活動は、パイロッ

ト MRF が建設されたバランガイを対象とし、その後ごみ収集区域内のバランガイに拡張す

る予定である。IEC キャンペーン計画によるとプロジェクトで対象とするバランガイの数は

サガイ市で 6 箇所、カルバヨグ市で 12 箇所、ダバオ市で 44 箇所である。また、学校での環

境教育については、キャンペーンの対象となるバランガイに位置する小学校から高等学校に

は、環境教育のための教科書が配布される。さらに、2009 年 6 月には、教師を対象とした

環境教育の実施方法に関する研修が開始された。サガイ市、カルバヨグ市の PDM 指標 2.3
では収集区域の全てのバランガイが対象となっているが、IEC キャンペーンの対象となるバ

ランガイの数がそれぞれ 12 箇所と 22 箇所になっていることから、IEC キャンペーン対象バ

ランガイの数と指標2.3に記載されているバランガイの数に矛盾がある。ダバオについては、

指標 2.3 で「主要なバランガイ」となっていることから、対象バランガイを特定して到達度
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のレベルを確認することができなかった。 

指標 2.4: パイロット MRF が選定されたバランガイにおいて建設され運営される。（サガイ

市、カルバヨグ市）  

 上述の通り、パイロット MRF は 2009 年 2 月に完成しており、稼働状況は良好である。

ただし、サガイ市及びカルバヨグ市では、資源ごみのほとんどがジャンクショップによって

回収されるので、MRF では資源ごみが回収できない。 

成果 3. 最終処分システムが改善される。 （サガイ市、カルバヨグ市） 

    衛生埋立処分場の適切な運営、維持管理が実施される。 

 成果 3 はある程度達成したと言える。 

指標 3.1: 衛生埋立処分場 RA9003 に沿って建設、運営される。（サガイ市、カルバヨグ市） 

 サガイ市及びカルバヨグ市では、衛生埋立処分場の設計図面、技術仕様、概算費用及び入

札関連文書からなる設計図書を 2008 年 9 月に作成した。残っている重要な課題は、サガイ

市においては ECC の承認、カルバヨグ市ではローンの支払い承認である。サガイ市につい

ては、2008 年 12 月に IEE チェックリストを提出した後で、DENR 鉱山地学局による候補地

の地質調査が必要なことがわかった。2009 年 6 月 4 日に同局による調査が実施され、6 月中

に ECC が発効する予定である。衛生埋立処分場の建設は、ECC の発効後すぐに開始される。

サガイ市は、既に処分場へのアクセス道路の改良を開始し、追加の IRA（内国歳入割当金）

を用いた建設費用を申請中である。カルバヨグ市については、衛生埋立処分場のローンは、

基本的にフィリピン開発銀行により承認されており、フィリピン開発銀行の支払い方法の確

定後、すぐに入札プロセスを開始する予定である。 

指標 3.2: 既存処分場の安全閉鎖と衛生埋立処分場の概念及び設計に技術ガイドブックが更

新される。（サガイ市、カルバヨグ市） 

 NSWMC が当初の予定より早期の作成を望んだため、前述した廃棄物管理計画策定マニ

ュアルと同様に、衛生埋立処分場及び処分場の安全閉鎖に関するガイドブックの更新も

2009 年度より開始される予定である。NSWMC は TWG を設立し、プロジェクトで得られ

た知見を生かすために 3 都市をそのメンバーに加える予定である。3 都市には、マニュアル

策定及びガイドブックを更新するため、プロジェクトで得られたデータ及び知見を共有する

ことが望まれる。 

指標 3.3: 衛生埋立処分場の運営・維持管理に関するマニュアルが整備される。 

 ダバオ市では、衛生埋立処分場の運営、維持、管理に関するマニュアルの作成を行う。ま

た、同市は建設業者から提出された運営マニュアルの精査を開始した。 
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３－３ 実施プロセス 

PO は、当初 R/D の付属資料として作成されたが、PDM が 2 度改訂された際に改訂され

ていなかった。したがって、プロジェクトのモニタリングは、PO の代わりに各年次に提出

される事業進捗報告書の作業工程表に基づいて行われていた。しかし、PO は最新版の PDM
に沿ったプロジェクトの活動スケジュールを記載すべきものであり、今回調査団が提案する

PDM 改訂の際には、PO の改訂も必要である。また、PDM 及び PO の改訂に当たっては、

日本及びフィリピン国の合意文書が必要である。 

効果的な能力開発のため、プロジェクトの開始段階で各市の C/P が業務経歴シートを記

入した。それに基づき各 C/P の能力開発計画を策定するとともに、OJT、ワークショップ、

セミナーを通じた能力開発が行われた。この過程で、C/P の能力レベルに応じた適切な助言

がされたと考えられる。しかし、能力開発の状況はモニターされておらず、プロジェクト期

間中の変遷を確認できる方法はとられていない。関係者間の人間関係及びコミュニケーショ

ンは、比較的良かったと考えられる。各サイトへのアクセスの困難さ及び限られた人材にも

関らず、C/P、日本人専門家及び各都市に常駐している現地コンサルタントの間のコミュニ

ケーションは良好であった。また、常駐した現地コンサルタントは、プロジェクトのモニタ

リングを支援し、関係者に効果的に情報を提供している。 

3 都市の C/P 間のオーナーシップは、プロジェクト実施には十分であったと思われる。C/P
はタスクチームの中でそれぞれの役割を認識し、プロジェクトを成し遂げるべく意欲を持っ

て臨んだ。プロジェクトを通じて C/P 自身が他の廃棄物管理関係者である市職員、バラン

ガイ職員、教育関係者などと積極的に情報共有し、セミナー及びワークショップにおいて、

近隣の LGU を招待してプロジェクトで得た知見を共有するなど、C/P がオーナーシップを

持って取り組んでいたといえる。 

 

第４章 ５項目による評価結果  

４－１ 妥当性 

 本プロジェクトは、「フィ」国の政策、各都市のニーズ、日本の ODA 政策に照らし合わ

せて高い妥当性が保たれているものと判断できる。 

 「フィ」国の政策に関しては、中期フィリピン国開発計画（MTPDP2004-2010)は、廃棄

物管理を環境セクターの課題の一つとして位置づけている。またMTPDPは、LGUがRA9003
を完全に実施できるよう支援を行うことの重要性について述べている。 

 RA9003 によると、各 LGU は固形廃棄物管理システムの確立を求められているが、ほと

んどの LGU がそれを行うに十分な能力を有しておらず、対象 3 都市も例外ではない。しか

し対象 3 都市はすでに RA9003 の順守に向け、それぞれ市条例を策定し、カルバヨグ市とダ

バオ市においては廃棄物管理計画の策定にも取り組んでいた。さらに、3 都市は「フィ」国
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内の異なる地域に位置し、そこでの活動はより多くの他の LGU へ影響が及ぶものと期待さ

れた。 

 日本の政策と比較すると、『「フィ」国の支援計画』（外務省による）では、環境問題は優

先分野の一つである。さらに、「フィ」国の国別支援方針（「フィ」国の ODA タスクフォー

スのワーキングペーパー）では、廃棄物管理は支援の対象分野の 1 つとなっている。 

４－２ 有効性 

中間レビューの時点においては、廃棄物管理計画の実施状況、WDR、処分場の運営状況

などの有効性を判断するために必要となる十分なデータがそろっていないのが現状である。 

なお、廃棄物管理の活動計画及びプログラムには、プロジェクトで計画した活動以外のも

のも含まれていたので、指標を明確にする必要がある。また、プロジェクト目標の到達がこ

の指標によって証明できるかも懸念される。 

また、プロジェクトで計画された活動を実施するための十分な予算確保が懸案であり、こ

のためには提案されている料金徴収制度が実施されることが条件になる。さらに、次年度の

総選挙により廃棄物管理に関わる組織改編などの影響を受けないことが有効性を保つため

の条件となる。 

４－３ 効率性 

 インタビュー調査によると、人材の投入及びその時期、研修内容、供与機材とその利用状

況については、今までのところ全体として満足できるものである。そのため、本プロジェク

トの効率性は、中間レビューにおいてはほぼ満足のいくものであるといえる。 

しかし、新規処分場の完工が延期になる場合、本プロジェクト期間内で十分な処分場の維持

管理研修を実施するのは難しい可能性がありトレーニングの方法について検討が必要であ

る。 

(1) 人材（日本人専門家） 

フィリピン国側 C/P へのインタビューによると、日本人専門家の投入及びその時期はほ

ぼ適切であったとのことである。また、日本人専門家と C/P とのコミュニケーションを円

滑にするため、各市に現地コンサルタントを派遣するなどの工夫も行っている。さらに、各

市に滞在している日本人専門家は、専門外の事項についても C/P と情報共有を行い、担当

の専門家と連絡を取って対応した。全体として中間レビューの時点では、日本人専門家の投

入及びその時期は成果 1～3 を達成する上で適正であり、限られた時間内で効率的に活用で

きたといえる。本プロジェクトの後半においては、衛生埋立処分場の維持管理について指導

するため、日本人専門家の派遣時期を調整することが効率性を確保する上で必要である。 

(2) 人材（C/P） 

C/P は、チームリーダー、副チームリーダー、廃棄物管理計画、最終処分、WD、財務分
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析、環境教育、環境社会配慮の各担当者から構成される廃棄物管理タスクチームを設立した。

何人かの C/P は、退職や異動などで本プロジェクト期間中に交代したが、大きな問題には

至らなかった。そのため、C/P の配置の面でも効率性は確保されているといえる。 

(3) 本邦研修 

本邦研修が 2008 年 10 月 27 日から 11 月 15 まで実施され、言葉の壁があったものの様々

な知見が得られたことから、参加した 6 人の C/P は研修内容が実務的であると高く評価し

ていた。そのうちの 1 人は、研修後に所属が変わったが、それ以外の 5 人については日本で

の研修が本プロジェクトの活動を促進する上で大きな効果を果たしていると思われる。 

(4) 日本側からの供与機材及び設備 

ほとんどの機材は予定通りに調達され供与されたが、ダバオの車輌については、登録が遅

れているため使用できない状態である。 

英文の中間レビュー報告書の Annex 4 に示す日本側から供与された機材は、パイロット

MRF、ごみ量・ごみ質調査、環境モニタリング等の活動に使用されており、WD 計画や環

境教育の実施のためにも使用される。これらの機材は、プロジェクトの実施に不可欠であり、

適切な時期に供与された。 

(5) フィリピン国側からの支出 

フィリピン側から提供されたローカルコストは、運転手の費用、供与された車輌の燃料費、

事務所の維持管理費、廃棄物管理計画及び ECC 承認に関る申請手続きの費用等である。 

 

４－４ インパクト 

 

プロジェクトの中間地点において上位目標の到達レベルについて評価するのは時期尚早

ではあるが、次のような正及び負のインパクトを確認できた。 

(1) 正のインパクト 

・ プロジェクトを通じて、近隣の自治体からの訪問者がパイロット MRF の稼動状況の

見学に訪れた。 

・ 技術セミナーが開催され、近隣の自治体から多数の参加者があった。そのため、プロ

ジェクトの知見が他の自治体に波及した。 

・ サガイ市では、残渣ごみだけを受け入れる新規衛生埋立処分場の共同利用について、

近隣の自治体と協議を行った。 
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・ カルバヨグ市長は、現在フィリピン国の全国市長連盟の事務局長であり、連盟の活動

を通じて同市の廃棄物管理のグッドプラクティスを他の自治体に広めることができ

る。 

(2) 負のインパクト 

・ サガイ市及びカルバヨグ市の既存処分場の閉鎖に伴い、現在活動しているウェイスト

ピッカーが失職するなど負のインパクトが生じる可能性があるが、その場合には低減

策としてウェイストピッカーへの生計改善プログラムを策定する予定である。 

４－５ 自立発展性 

 本プロジェクトの自立発展性を評価するのは時期尚早ではあるが、今後、自立発展性を確

保する上で必要な項目を次に掲げる。 

・ NSWMC は、RA9003 実施のため各 LGU を技術及び財務面で支援する責務があり、その

能力開発が必要である。 
・ 本プロジェクトにおいて、マニュアルの整備及びガイドブックの改訂同様に技術移転セ

ミナー及びワークショップを通じた近隣の LGU と知見の共有を継続することが必要で

ある。 
・ 廃棄物管理計画で提案されたように、財務計画に適合するごみ料金徴収システムの改善

は、財務面での自立発展性を担保する上で必要である。 
・ 自治体、バランガイ・キャプテン、学校教育関係者等、廃棄物管理の関係者が本プロジ

ェクトに積極的に参加していたが、このことは自立発展性を促すものである。 
・ 衛生埋立処分場の維持管理に関する能力開発が本プロジェクトの後半において必要で

ある。 

 

第５章 結論および提言 

５－１ 結論  

・ プロジェクトの進捗状況および達成度合いは、いくつかの外部要因（環境保証証明書の

追加取得、フィリピン開発銀行によるローン承認の遅れ、廃棄物管理計画の NSWMC
での承認の遅れなど）があるにも関わらず、中間レビュー時点では十分といえる状況で

ある。また、プロジェクトサイトが 4 箇所（サガイ、カルバヨグ、ダバオおよび NSWMC）
と分かれており、各 C/P との業務に対応するために専門家チームを分けて配置せざるを

得ない状況の中で上述のプロジェクト状況を達成しているのは、日本人専門家チームに

よる戦略的なプロジェクトの運営管理、技術的な専門性の高さ、そしてカウンターパー

トの積極的な関与によるところが大きい。 
・ C/P の技術的な改善も十分であるといえる。しかしながら、その知識は文書からの理論

的な知識に限定されていることから、プロジェクト後半では実務面での能力の改善がと
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ても重要となる。 
・ プロジェクトは近隣の地方自治体にもいくつかの成果をもたらしている。プロジェクト

で得た知識・経験の普及に向けて、プロジェクト後半も引き続き、C/P の継続的な貢献

が必要である。さらに、自治体による RA9003 の遵守を促進するためマニュアル、ガイ

ドブックの作成に向けた組織的な仕組みを強化することが期待される。 
・ 各 3 都市においては、廃棄物管理計画を具現化し、プロジェクトの活動を実施していく

ためには、料金徴収システムの導入など財政的な対策を講じる必要がある。また、廃棄

物管理政策の継続性の確保や衛生埋立処分場での環境社会配慮面へのしかるべき対応

は、プロジェクトの自立発展性の観点で重要である。 

 

５－２ 提言 

（実施プロセスの改善） 

・ プロジェクト前半の活動の進捗状況および各都市における廃棄物管理の状況の違いを

考慮し、中間レビュー調査の結果に基づき、調査団は現行の PDM（Ver.2）を修正する

ことを提案した。 

・ 現行の活動計画（PO）は、2007 年 7 月の R/D 署名時点から更新されていないことから、

修正版の PDM（Ver.3）に基づき、調査団は変更点を PO に反映するように提言した。 

・ プロジェクト後半には、NSWMC との協力の下、プロジェクト活動の成果について取

りまとめるための様々な活動が予定されている。したがって、調査団は NSWMC に対し

て、3 市との緊密な連携のもと、プロジェクト活動の成果を取りまとめるとともに、主

体的役割を果たすことを求めた。 

・ 調査団は専門家および 3 市に対して、NSWMC および EMB 地域事務所との緊密な協力

の下、改訂版の PDM および PO に基づき、進捗状況を定期的にモニタリングするよう

求めた。 

（上位目標・プロジェクト目標・成果の達成状況） 

・ NSWMC は、廃棄物管理計画の承認プロセスの LGU への周知、阻害要因の特定、関係

者へのフィードバック会議の調整などを通じて、計画の承認プロセスを促進する必要が

ある。 

・ 異なるコンポスト技術の提供などを通じて、それぞれのパイロット MRF から異なる教

訓を引き出すことは、他のバランガイへの経験の普及という観点で重要な要素となる。 

・ 廃棄物管理計画においてごみ料金徴収システムが提案されているが、地域住民からの

理解や政治的な決定が行われていないなど、財政的な側面において解決すべき事項が残

っている。調査団は、それぞれの市に対して、財政的な安定を確保するためのごみ料金

徴収システムの導入について、NSWMC における承認を得るための必要な手続きを行う

ように提案した。 
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・ WDRは成果 2の活動の進捗状況をモニタリングする上で重要な指標のひとつであるこ

とから、調査団はそれぞれの市に対して WDR のベースラインを設定するとともに、定

期的に状況をモニタリングするように提案した。また、NSWMC に対しても、フィリピ

ンの地方自治体による廃棄物管理の現状を適切に表すため WDR を計算するための統一

的な方法を定めるように提案した。 

（キャパシティ・ディベロップメント） 

・ それぞれの都市におけるプロジェクトの効果の検証のため、C/P の能力強化の進捗度合

いをモニタリングする必要があり、そのためのモニタリング体制を可能な限り速やかに

立ち上げる必要がある。 

・ プロジェクト実施中および終了後の適切な衛生埋立処分場の運営管理のため、衛生埋

立処分場の運営管理の研修に関しては、協力対象自治体の中で速やかに実施できる場所、

あるいは協力対象自治体にこだわらず、フィリピン国内において適切に運営されている

処分場を活用して実施する可能性の検討を提案した。 

・ コミュニティーの能力強化のため、調査団はそれぞれの市の関係者の更なる巻き込み

を提案した。具体的には、日本における研修の実施に当たり、パイロット MRF が位置

するバランガイの関係者や NSWMC 事務局、または DENR-EMB 地域事務所の廃棄物管

理コーディネーターを参加者に加えることを調査団から提案した。 

 

第６章 技術的見地からの評価結果 

６－１ 背景  

PDM に基づく 5 項目の評価に加え、今般の中間レビューでは技術的能力向上の観点から

の評価も行った。プロジェクトでは 3 つの成果の達成が期待されており、この達成度を判断

すべく指標が設定されている。ほとんどの場合、客観的な評価を行うために、あらかじめ設

定されたこれらの指標は目に見えるような形で提示できるものとし、その有無をもって成果

達成に必要な技術能力が十分向上したとみなす。事前に C/P に送付しておいた質問票を用

いながらインタビューを行い、技術的観点から考察するのが本評価の目的である。 

６－２ 廃棄物管理計画  

(1) 評価の視点 

廃棄物管理計画は実際のところ、10 年に一度しか策定されず、ローカルコンサルタント

市場が十分に成熟しているかという疑問はあるものの、外部委託によって策定されることも

しばしばである。このような考えから、サガイ市とカルバヨグ市でのインタビューは、計画

策定能力自体を問うのではなく、「C/P が廃棄物管理計画策定のプロセスや方法を理解した
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か」、そして「RA9003 が求めている 3 年ごとの見直しが可能か」との視点で行った。一方

でダバオ市では、「日本人専門家が行ったダバオ市の廃棄物管理計画に対する提言を C/P が

理解したか」という点を検討した。  

(2) 評価結果 

サガイ市とカルバヨグ市でのすべての回答者が、計画策定のプロセスと方法ならびに計画

の内容を理解したと回答した。いずれも、日本人専門家による技術移転に大変満足しており、

プロジェクト終了後も 3 年ごとの見直しは可能であると自信をもって答えた。 

ダバオ市の評価に関しては、上記評価の視点は指標 1.1 と同じ内容であり、評価グリッド

の当該欄に記載済みである。 

(3) プロジェクト後半での課題 

サガイ市とカルバヨグ市では、C/P 自身が理解レベルの向上を自覚しており、計画策定に

関する能力向上は成功していると考えられる。計画策定に際しての積極的な参画、計画実施

に伴う財政措置の必要性に対する深い認識、そして計画作成の達成感が彼らの回答から伺わ

れたことは、今後のプロジェクト実施に向けた重要な好材料である。しかし C/P に計画内

容の説明を求めた際には、将来のごみフローや数値目標に関する言及がなく、今後 10 年間

において毎年何を実施し何を達成しなければならないかについての C/P の理解がまだ十分

ではない印象も受けた。  

廃棄物管理計画策定能力は、計画策定の過程からだけでは十分に獲得しえないものである。

Plan-Do-Check-Act といういわゆる PDCA サイクルによって実施内容と計画内容とを照合し

ていくことが、更なる計画能力の向上には不可欠と考えられる。プロジェクトが今後、計画

の実施段階に入り、C/P の計画策定能力がより実践的に向上していくことが期待される。 

ダバオ市では、日本人専門家の提言に関する C/P の理解度は、提言内容を彼らの計画に

盛り込むというレベルには達していないようである。ミンダナオ地方の中心都市として、ま

た RA9003 を遵守する LGU のモデルとして、C/P と日本人専門家とが提言内容を引き続き

協議し十分検討していくことが望まれる。 

６－３ WD（ウェイストダイバージョン）  

(1) 評価の視点 

フィリピンでは、WD はバランガイに対する LGU の強いリーダーシップによって実現し

なければならない廃棄物管理の主要課題である。WD 計画策定、MRF のパイロットプロジ

ェクト、そして IEC という 3 つのコンポーネントからなる活動を通じて WD の向上を図る

プロジェクト内容を踏まえ、C/P が WD という用語、MRF 設置のプロセス、IEC の実施準

備のプロセスを理解したかという視点で評価を行った。 

(2) 評価結果 

WD に関するすべての質問について、高い理解度あるいは理解度の向上が認められた。し
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かし、論述的な回答を求めた際には、実践的な理解という点で C/P により差が見られた。

すなわち、ある C/P からは今年の IEC キャンペーンの計画について詳細な説明がなされた

が、別の C/P は IEC 計画には十分に参画していない様子であり、また WDR の意味について

廃棄物管理計画に書かれているのとは異なる説明をした C/P もいた。また、別の C/P は、IEC
に期待するのは、人々の行動様式が本当に変化するよう人々の考え方に訴えるシステムをい

かに構築するかという技術であり、それはまだプロジェクトでは得られていないと答えた。 

(3) プロジェクト後半での課題 

WD 推進のために C/P が必要としているのは、パイロット MRF が建設されたバランガイ

以外において、住民への啓発と施設整備を伴った MRF の設置を推進していく能力である。

これを目指すにはパイロット MRF での活動をモニタリングし、評価していく活動が重要で

ある。IEC において適切なメッセージを適切な対象グループに効果的に伝達する能力の向上

も、2009 年 6 月以降のプロジェクトで期待される。さらに、サガイ市とカルバヨグ市の WD
計画によれば、厨芥ごみのコンポスト化と剪定ごみの土壌改良剤への転換という二つの集約

的施設の導入が、WDR の向上を大きく左右する。これら施設の設置技術の指導はプロジェ

クト活動には含まれないものの、何らかの技術移転や情報提供が必要と考えられる。 

６－４ 最終処分  

(1) 評価の視点 

廃棄物管理計画の場合と同様に、衛生埋立処分場の建設は 10 年に一度、あるいはそれ以

上に稀な事業である上に、詳細な図面作成やコスト積算などの設計業務は、外部委託が可能

である。したがって、サガイ市とカルバヨグ市での評価は、処分場の設計技術そのものでは

なく、設計に伴う考え方を問う内容とした。ダバオ市については、中間評価の時点では最終

処分に関する技術支援はまだ実施されていなかったため、技術評価を実施しなかった。 

(2) 評価結果 

質問票に回答しインタビューに応じたすべての C/P が、処分場設計の考え方について理

解が向上したと答え、このプロジェクトでの技術移転に高い満足感を示した。しかし彼らも

また、衛生処分場の建設、運営を実際に経験するのはこれからであるため、理解レベルはま

だ十分ではないとも答えた。これまで得られた知識を実地経験によって確実に体得したいと

いう彼らの意欲は、成果３に向けた活動が成功裏に実施される見込みを感じさせるものであ

った。 

(3) プロジェクト後半での課題 

回答者は、市の土木プロジェクトを担当する市の土木課の技術者であり、衛生埋立処分場

の建設自体は土木技術者も関与する。しかし、衛生埋立処分場の運営管理は、土木事業に類

する業務に加えて、RA9003 が目指す「分別していないごみは処分しない」という方針の実

践、最終処分量データの分析、あるいは水質モニタリングなどの管理業務を伴う。したがっ

て、衛生埋立処分場の運営管理の能力向上は、土木技術者のみならず上記業務に関わる C/P
を対象に行うことが期待される。 
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第７章 団長所感 

フィリピン国内のそれぞれ異なる地域の三都市を対象とした本プロジェクトは、国家廃棄

物管理法（RA9003）で求められている地方自治体の廃棄物管理能力の強化を目的としたも

ので、三つの成果から構成されている。すなわち、廃棄物管理における計画能力の強化（成

果 1）及び実施能力の中でとくに重要な廃棄物発生抑制・減量化（成果 2）と最終処分シス

テムの強化（成果 3）である。また、条件の異なる三都市での経験を周辺自治体に広めてゆ

くことを上位目標としている。 

プロジェクトのこれまでの実績については、廃棄物管理計画の策定や MRF の建設が終了

して間もないことから、カウンターパートの廃棄物管理における知識は向上したものの、実

戦的な経験を十分積むところまでは至っていない。三都市ともカウンターパートは熱心にプ

ロジェクト活動を行なっていることが感じられ、実施能力の強化については今後の活動を通

じてプロジェクトの後半に実施されるものと期待している。技術協力プロジェクトの目的は

フィリピン側の廃棄物問題への対処能力を向上させることであるから、カウンターパートや

その組織のキャパシティの向上を注意深くモニタリングする必要がある。 

一方、懸念材料としては最終処分場建設が遅れた場合に運営管理能力強化のためのトレー

ニング期間が十分に取れない可能性があること、持続的な廃棄物管理を行なうための料金徴

収のシステムが実施に移される確証がないこと、来年 5 月の選挙によるプロジェクトへの影

響が考えられることなどがある。 

プロジェクト開始以来、これまでの実際の活動や条件の変化が PDM で十分に反映されて

いないこと、また PO もそれにともなって変更されていないことから、PDM と実際の活動

や状況に剥離が生じていた。今回の中間レビューでは上記のプロジェクトの枠組みは変えな

いまま、さまざまな変化を反映し、整合が取れるように PDM の修正を提言した。大きな修

正点は以下のとおりである。 

●プロジェクト開始後に三都市にそれぞれ分割されていた PDM をプロジェクト全体の

PDM として一つに統合した。PDM はプロジェクトの枠組みとスコープを記述したもので

あり、プロジェクトの活動が複数の場所（三都市）で実施されてもプロジェクト全体の

PDM は複数存在すべきではない。 

●成果1および3の活動に含まれていたガイドラインやマニュアルの作成に関わる活動を成

果 4 の活動とし、NSWMC のプロジェクトでの役割と関与を明確にした。 

●ダバオ市側の主体的なイニシアティブを尊重し、ダバオ市での活動を縮小した。ダバオ市

ではプロジェクト開始前に廃棄物管理計画がすでに策定されていたこと、成果３の最終処

分に関する活動はほぼ独自で実施していること、JICA 側の支援は成果２の MRF を中心と

した市民参加を重点としたいとの要望があったことなどから、ダバオ市への投入を小さく

することとした。 
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また、ダバオ市側の都合でレビュー報告書作成に関する十分な協議ができなかったことを

踏まえ、今回の中間レビューは合同評価とせず、日本側チームによる評価の位置づけとした。

これに関して、終了時評価は合同で実施するように JCC のミニッツに記載した。 

パイロット MRF については当初は市街地でのクラスター化を想定していたが、それぞれ

の市の条件の違いからカルバヨグ市のみをクラスターMRF とし、サガイ市では MRF と近隣

学校との連携、ダバオ市では大規模コミュニティーにおける MRF の運営管理という独自性

を持たせている。RA9003 の実施には廃棄物の分別や減量化に対するコミュニティーの参画

が不可欠であり、プロジェクト後半でのコミュニティーの積極的な活動が望まれる。 

 

 

 



 

 

付 属 資 料 

 

ミニッツ・合同評価報告書（英文） 



MINUTES OF MEETINGS

BETWEEN THE JAPANESE MID-TERM REVIEW TEAM AND

THE AUTHORITIES CONCERNED OFTHE GOVERNMENT OF

THE REPUBLIC OF THE PHILIPPINES

ON JAPANESE TECHNICAL COOPERATION PROJECT

FOR ESTABLISHMENT OF ECOLOGICAL SOLID WASTE MANAGEMENT

SYSTEM IN THREE CITIES

The Japanese Mid-Term Review Team (hereinafter referred to as "the Team"),

organized by the Japan International Cooperation Agency (hereinafter referred to as

"JICA") and headed by Mr. Shiro Amano, visited the Republic of the Philippines from

May 20 to May 29 and June 17 to June 26, 2009 for the purpose of conducting the

mid-term review on the Japanese technical cooperation project for Establishment of

Ecological Solid Waste Management System in Three Cities (hereinafter referred to as

"the Project").

During its stay, both the Japanese Team and the authorities concerned of the Republic

of the Philippines had a series of discussions and exchanged views on the Project.

As a result of the intensive study and analysis of the activities and achievements of

the project, the Team prepared the Mid-Term Review Report (hereinafter referred to as

"the Report") attached hereto and presented it to the Joint Coordinating Committee

(hereinafter referred to as "the JCC") held on June 25,2009.

After discussions in respect of recommendations and issues for the successful

implementation of the project, the JCC approved the contents of the Report and the

respective representatives of the Philippine side and the Japanese sides agreed to the

matters referred to in the documents attached hereto and forward it to the respective

Governments.

Quezon City, June 25, 2009

V. Srffro Araario
Leader

Mid-Term Review Team

Japan International Cooperation Agency

Ms. EmelitsfC. Aguinaldo
Deputy Executive Director

Secretariat of the National Solid Waste

Management Commission

The Republic of the Philippines

J
U!on. Rphajlio P. Aquino

/Vice!

ChairmWof the City SWM Board

CityofCalbayog

The Republic ofthe Philippines

Engr. Marivic L. Reyes

Acting Assistant Department Head
City Environment and Natural Resources Office

City ofDavao

The Republic of the Philippines

Engr. Manuel A. Lopez /
Executive Director-Sagay City SWMC

City of Sagay

The Republic of the Philippines



THE ATTACHED DOCUMENT

I. Mid-Term Review Report

The Team presented the Mid-Term Review Report (hereinafter referred to as "the Report"),

attached as Appendix I, to the Joint Coordinating Committee (hereinafter referred to as "the

JCC"). The members ofthe JCC considered and approved its contents as presented.

II. Recommendation and Issues for the implementation of the latter half of the Project

The Team and the members of the JCC discussed the following issues and both parties

acknowledged the importance oftaking necessary actions.

(1) Improvement of the Project Implementation Process

• Revision of the Project Design Matrix (PDM) and the Plan of Operation (PO)

The team suggests that the current PDM (version 2) be revised as Annex 2.1 for the

reasons indicated as Annex 2.2 of the Report. The modifications made in the proposed

PDM (version 3) take into account the initiative of the city of Davao as well as the

changed conditions taking place up to the time of the Mid-Term Review. It is also

recommended to update and revise the PO to reflect the modifications made in the

\ proposed PDM (version 3) as soon as possible for smooth implementation of the rest

/ ^ of the project period. The revised PO should be agreed on among parties concerned.

- • The role and involvement of the NSWMC

,. ■ - The secretariat of the NSWMC should assume a major role to consolidate experience

and knowledge obtained through the project into manuals and guidebooks during the

latter half of the project period.

• The important objective of the project is to enhance the capacity of each city to

respond to problems associated with solid waste. It is therefore essential for the city to

closely work with the Japanese experts. In order to ensure appropriate guidance of the

Japanese experts and to make the most of the technical expertise of such experts, each

city is required to provide them with as much information as required.

(2) Desirable measures to be taken for the latter half of the project period

• Training of Philippine personnel

In order to promote and ensure active and proper waste diversion activities, capacity of

people engaged in the operation and management of the pilot MRFs needs to be

enhanced. From this view, the Team recommends that stakeholders in the barangays of

the pilot MRFs be provided an opportunity to participate in the counterpart training in

Japan in order to learn successful waste minimization activities and technologies

suitable to the Philippine situation. Since the role of the NSWMC becomes more and

1








































































































































































	表紙
	序文
	目次
	プロジェクトサイトの位置図
	略語
	評価調査結果要約表
	第1章 中間レビュー調査の概要
	1-1 背景
	1-2 目的
	1-3 調査団の構成
	1-4 
査の日程
	1-5 
中間レビューの方法
	1-5-1 中間レビューに用いたPDMおよびPO
	1-5-2 評価項目
	1-5-3 評価調査の方法


	第2章 プロジェクトの概要
	2-1 上位目標
	2-2 プロジェクト目標
	2-3 成果

	第3章 達成度と実施プロセス
	3-1 投入
	3-1-1 日本側の投入
	3-1-2 フィリピン側の投入

	3-2 プロジェクトの達成度
	3-2-1 プロジェクト目標
	3-2-2 成果

	3-3 実施プロセス

	第4章 5項目による評価結果
	4-1 妥当性
	4-2 有効性
	4-3 効率性
	4-4 インパクト
	4-5 自立発展性

	第5章 結論および提言
	5-1 結論
	5-2 提言

	第6章 技術的見地からの評価結果
	6-1 背景
	6-2 廃棄物管理計画
	6-3 WD（ウェイストダイバージョン）
	6-4 最終処分

	第7章 団長所感
	付 属 資 料
	ミニッツ・合同評価報告書（英文）



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




